
問われるのは勝利への覚悟
どんな状況でも、勝ち切るチームへ

鹿島アントラーズ 戦から中2日で
ACL Eliteのラーチャブリー戦を

戦ったレイソルは、中3日で浦和レッズ
戦を迎える。この後も、ACL Eliteの大
田ハナ・シチズン戦、リーグ戦の川崎フ
ロンターレ戦と連戦が続く。対戦相手の
レッズは水曜日のルヴァンカップで延長
戦の末に名古屋グランパスを下し、中２
日でレイソルとの戦いを迎える。同じ連
戦とはいえ、レイソルにはタイへの長距
離移動後の試合という難しさがある。
　ラーチャブリー戦後、古賀太陽は「回

復を優先する日程の中では戦術面など
で十分な準備時間を確保することが難
しい」と語った。その上で「そういった中
でも自分たちは再現性の高いパフォー
マンスを発揮し続けなければいけない」
と強調している。このような状況下で結
果を残して勝点を積み上げていくこと
は、レイソルがさらに強いチームになる
ために求められる条件となる。
　レッズについて、小泉佳穂は「撃ち合
って勝つチーム」という印象を口にし、そ
の展開を避けるためにも、ゲームコント

ロールの重要性を説いた。今シーズンか
ら曹貴裁監督が率い、徐々に戦術も浸
透。三丸拡が「あれだけ個の能力の高
い選手たちが、アグレッシブなプレーを
している」と以前との違いを語るとおり、
現在公式戦5連勝と勢いに乗っている。
この一戦に向けて、小泉が何より重視す
るのは目の前の勝点３。「石にかじりつ
いてでも勝点３を取るんだという、メン
タルが一番大事」。厳しい連戦を乗り越
えるためにも、総力を結集して勝利をつ
かみ取る。

クラブ応援プランで、
レイソルの強化に協力しよう！

加入はこちらから▲

2026/27明治安田Jリーグ全試合を、
　　　が配信。

k a s h i w a  R e y s o l  W i n n i n g  G u i d e

浦和レッズ

526
V o l .

2026/27
MEIJI YASUDA J.League
division 1 Sec.13
2026.10.31 SAT

リーグ戦は前節
鹿島で劇的勝
利！からのACLの
アウェイ明けでハ
ードな連戦が続
くけど、みんなで戦
い抜こう！もっともっ
と勝っていこーう！！



前節のV・ファーレン長崎戦では、背
後への抜け出しから決勝点を決め
た。このビッグチャンスを、彼ほどの
選手が外すわけがない。今シーズ
ンから背番号がレイソル時代と同
じ「10」に変わり、曹貴裁監督体制
のもとで絶対的な存在感を示して
いる。昨シーズン第27節の対戦で
も、サヴィオのワンタッチパスから
追加点を奪われている。ドリブル、パ
ス、シュート、そのすべてが一級品。
レイソルの勝利のためには絶対
に抑えなければいけない選手だ。 ©J.LEAGUE

S t a f f

ヘッドコーチ／栗澤 僚一
コーチ／大谷 秀和、染谷 悠太
GKコーチ／井上 敬太
フィジカルコーチ／松原 直哉
フィットネスコーチ／長谷 篤

S t a f f

ヘッドコーチ／吉田 達磨
コーチ／池田 伸康、杉山 弘一、梅崎 司、
　　　  山中 真、前迫 雅人
GKコーチ／塩田 仁史
フィジカルコーチ／石栗 建、西形 浩和

2026/27 明治安田 Ｊ1リーグ 第13節

2026.10.31 SAT／三協フロンテア柏スタジアム
16:03 KICK OFF

K A S H I W A  R E Y S O L  2 0 2 6 / 2 0 2 7  G A M E  S C H E D U L E

節 日付 時刻 会場 対戦 結果
1 8月8日（土）  19:00 三協F柏 水戸ホーリーホック ○2-1
2 8月14日（金） 19:00 MUFG国立 東京ヴェルディ ○3-1
3 8月21日（金） 19:00 三協F柏 V・ファーレン長崎 ○4-2
4 8月29日（土） 18:30 アイスタ 清水エスパルス ○1-0
5 9月2日（水） 19:00 ハナサカ セレッソ大阪 ●0-2
6 9月6日（日） 19:00 三協F柏 横浜F・マリノス ●0-2
7 9月11日（金） 19:00 サンガS 京都サンガF.C. ○3-2
8 9月20日（日） 17:00 Gスタ FC町田ゼルビア ○4-2
9 10月9日（金） 19:00 三協F柏 ヴィッセル神戸 ○4-2

10 10月17日（土） 19:00 三協F柏 名古屋グランパス ●1-3
11 10月21日（水） 19:00 味スタ FC東京 △0-0
12 10月24日（土） 15:00 メルスタ 鹿島アントラーズ ○3-2
13 10月31日（土） 16:00 三協F柏 浦和レッズ ー
14 11月7日（土） 16:00 三協F柏 川崎フロンターレ ー
15 11月20日（金） 19:00 三協F柏 ジェフユナイテッド千葉 ー
17 11月28日（土） 16:00 三協F柏 サンフレッチェ広島 ー
18 12月6日（日） 16:00 三協F柏 アビスパ福岡 ー
19 12月13日（日） 14:00 JFEス ファジアーノ岡山 ー
16 12月16日（水） 19:00 パナスタ ガンバ大阪 ー

節 日付 時刻 会場 対戦 結果
20 12月19日（土） 16:00 U等々力 川崎フロンターレ ー
21 2月13日（土）or14日（日） 未定 三協F柏 清水エスパルス ー
22 2月20日（土）or21日（日） 未定 水戸信ス 水戸ホーリーホック ー
23 2月27日（土）or28日（日） 未定 ピースタ V・ファーレン長崎 ー
24 3月6日（土）or7日（日） 未定 ベススタ アビスパ福岡 ー
25 3月10日（水）※1 未定 三協F柏 京都サンガF.C. ー
26 3月13日（土）or14日（日）※2 未定 三協F柏 ファジアーノ岡山 ー
27 3月20日（土）or21日（日） 未定 三協F柏 東京ヴェルディ ー
28 4月3日（土）or4日（日） 未定 三協F柏 セレッソ大阪 ー
29 4月10日（土）or11日（日） 未定 埼玉 浦和レッズ ー
30 4月17日（土） 未定 日産ス 横浜F・マリノス ー
31 4月24日（土）or25日（日）※3 未定 三協F柏 ガンバ大阪 ー
32 4月29日（木・祝）※4 未定 三協F柏 FC東京 ー
33 5月3日（月・祝）or4日（火・祝）※5 未定 ノエスタ ヴィッセル神戸 ー
34 5月9日（日）※6 未定 三協F柏 FC町田ゼルビア ー
35 5月15日（土）or16日（日） 未定 未定 名古屋グランパス ー
36 5月22日（土）or23日（日） 未定 Eピース サンフレッチェ広島 ー
37 5月29日（土）or30日（日） 未定 三協F柏 鹿島アントラーズ ー
38 6月6日（日） 未定 フクアリ ジェフユナイテッド千葉 ー

明治安田J1リーグ

※2027年開催分の詳細は、12月上旬に発表予定です。※1：2/24（水）に開催する可能性あり　※2：3/3（水）もしくは4/7（水）に開催する可能性あり　※3：柏またはG大阪がACL Elite準々決勝進出の場合は
4/1（木）もしくは4/7（水）に開催する可能性あり　※4：柏がACL Elite準々決勝進出の場合は5/19（水）に開催する可能性あり　※5：柏または神戸がACL Elite準々決勝進出の場合は5/5（水・祝）もしくは5/26
（水）に開催する可能性あり　※6：ルヴァンカップ決勝進出クラブの試合は4/21（水）、5/12（水）、5/19（水）、 6/2（水）のいずれかに開催する可能性あり

◎プライムラウンド：準々決勝
節 日付 時刻 会場 対戦 結果

第1戦 11月11日（水）19：00 U等々力 川崎フロンターレ ー
第2戦 11月15日（日）17：00 三協F柏 川崎フロンターレ ー

節 日付 時刻 会場 対戦 結果
2回戦 8月26日（水）19：00 三協F柏 専修大学 ○2-1
3回戦 9月23日（水・祝）17：00 三協F柏 FC今治 ○4-0
R16 12月9日（水）19：00 三協F柏 ファジアーノ岡山 ー

2026/2027
Ｊリーグ

ヤマザキビスケット
ルヴァンカップ

天皇杯
JFA第106回
全日本サッカー
選手権大会

					   

			 
J.LEAGUE DIVISION 1 順位表

2026年10月26日現在

順位	 チーム	 勝点	 試合	 勝	 引分	 敗	 得失点差

	1	 町田	 27	 12	 8	 3	 1	 20
	2	 FC東京	 27	 12	 8	 3	 1	 19
	3	 広島	 26	 12	 8	 2	 2	 19
	4	 柏	 25	 12	 8	 1	 3	 6
	5	 神戸	 23	 12	 7	 2	 3	 7
	6	 川崎	 22	 12	 6	 4	 2	 7
	7	 浦和	 21	 12	 7	 0	 5	 -2
	8	 鹿島	 20	 12	 6	 2	 4	 4
	9	 横浜FM	 18	 12	 4	 6	 2	 4
10	 岡山	 16	 12	 5	 1	 6	 -2
11	 名古屋	 14	 12	 4	 2	 6	 -4
12	 C大阪	 14	 12	 3	 5	 4	 -7
13	 清水	 14	 12	 4	 2	 6	 -10
14	 長崎	 12	 12	 3	 3	 6	 -4
15	 G大阪	 11	 12	 2	 5	 5	 -7
16	 京都	 10	 12	 2	 4	 6	 -8
17	 水戸	 9	 12	 2	 3	 7	 -10
18	 東京V	 8	 12	 1	 5	 6	 -12
19	 福岡	 7	 12	 2	 1	 9	 -8
20	 千葉	 7	 12	 1	 4	 7	 -12

柏レイソル  　  　       浦和レッズ

予想スターティングメンバー
［監督］曺 貴裁［監督］リカルド ロドリゲス

Stop! T h e  K e y  P l ay e r

1	 GK	猿田 遥己 HG
2	 DF	 三丸 拡
3	 DF	 麻田 将吾	
4	 DF	 古賀 太陽 HG
5	 MF	 遠藤 渓太
6	 MF	 山田 雄士 HG
8	 MF	 小泉 佳穂	
9	 FW	 細谷 真大 HG
11	 MF	 渡井 理己	
13	 DF	 犬飼 智也	
14	 MF	 大久保 智明
15	 FW	 藤尾 翔太	 	
16	 MF	 汰木 康也	
17	 MF	 手塚 康平 HG
18	 FW	 垣田 裕暉	
19	 MF	 仲間 隼斗 HG
20	 MF	 瀬川 祐輔	
21	 MF	 小西 雄大	
23	 MF	 長南 開史（2種） HG
24	 MF	 久保 藤次郎	
25	 GK	小島 亨介	
26	 DF	 杉岡 大暉	
27	 MF	 熊坂 光希 HG
28	 MF	 戸嶋 祥郎	
29	 GK	永井 堅梧
30	 MF	 古谷 柊介
32	 DF	 山之内 佑成
33	 MF	 岩永 創太	 	
39	 MF	 中川 敦瑛	
40	 MF	 原川 力	
42	 DF	 原田 亘
43	 MF	 加茂 結斗（2種）
44	 MF	 弓場 堅真
45	 DF	 佐藤 桜久（2種）	
46	 GK	松本 健太 HG
51	 FW	 満田 誠
56	 DF	 常藤 奏
63	 GK	金子 遙真（2種）
64	 MF	 五十嵐 陵（2種）
77	 GK	若原 智哉
87	 MF	 山内 日向汰	
88	 DF	 馬場 晴也
※出場停止：なし

1	 GK	西川 周作
2	 DF	 宮本 優太
3	 DF	 ダニーロ ボザ
5	 DF	 根本 健太
6	 DF	 山根 視来
7	 MF	 金子 拓郎
8	 MF	 水沼 宏太
10	 MF	 マテウス サヴィオ
11	 MF	 サミュエル グスタフソン
12	 MF	 瀬古 樹
13	 MF	 渡邊 凌磨
15	 DF	 工藤 孝太 HG
17	 FW	 小森 飛絢
18	 DF	 林 幸多郎
23	 GK	福井 光輝
25	 MF	 安居 海渡
28	 DF	 田中 義峯
29	 MF	 堀内 陽太 HG
31	 DF	 稲垣 篤志
32	 DF	 片山 瑛一
33	 MF	 笹 修大
34	 DF	 田中 玲音
36	 FW	 肥田野 蓮治
37	 MF	 植木 颯
39	 MF	 早川 隼平 HG
40	 DF	 ルカ ディドゥリカ
42	 FW	 南野 遥海
43	 MF	 和田 武士 HG
44	 GK	新井 栄聡
45	 FW	 オナイウ 阿道
46	 MF	 中村 虎太郎
47	 DF	 高橋 温郎
88	 MF	 長沼 洋一
※出場停止：なし

浦和レッズ
10 MF マテウス サヴィオ
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も
う
す
ぐ
リ
カ
ル
ド
監
督
体
制
が
丸
２
年

に
な
り
ま
す
。
チ
ー
ム
は
右
肩
上
が
り
に
成
長

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
２
０
２
５
シ
ー
ズ
ン
、

明
治
安
田
百
年
構
想
リ
ー
グ
、
そ
し
て
今
シ

ー
ズ
ン
こ
こ
ま
で
を
振
り
返
っ
て
、
ど
う
い
う

部
分
が
上
積
み
さ
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
か
？

「
去
年
、
優
勝
争
い
を
し
た
経
験
と
、
百
年

構
想
リ
ー
グ
で
の
苦
し
か
っ
た
経
験
が
、
成

長
に
大
き
く
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
昨
シ
ー
ズ
ン
は
上
位
と
の
直
接
対
決
に

勝
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
力
的
に
足
り
な
い

面
も
あ
っ
た
ほ
か
、
チ
ー
ム
と
し
て
の
若
さ

も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
重
要
な
試
合
に
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
を
出
せ
る

チ
ー
ム
が
本
当
に
強
い
チ
ー
ム
だ
と
思
う
の

で
す
が
、
そ
こ
で
神
経
質
に
な
っ
た
り
、
少

し
弱
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
実
力
を
発

揮
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

た
だ
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
そ
う
い
う
面
は
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
し
、
個
の
力
を
発
揮
す

る
と
い
う
強
さ
は
チ
ー
ム
全
体
か
ら
感
じ
ま
す
」

—
—

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
戦
は
、
自
分
た
ち
が
ボ

ー
ル
を
握
っ
て
長
い
時
間
相
手
を
押
し
込
む
と

い
う
よ
り
は
、
し
っ
か
り
と
耐
え
な
が
ら
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
な
攻
撃
で
得
点
を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。

戦
い
方
の
幅
が
広
が
っ
た
印
象
も
受
け
ま
し
た
。

「
藤
尾
の
存
在
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
彼
は

あ
ら
ゆ
る
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
効
果
的
な
プ

レ
ー
が
で
き
る
選
手
な
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ

て
比
較
的
カ
ウ
ン
タ
ー
的
な
こ
と
も
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、
瀬
川
く
ん
、（
細
谷
）

真
大
、
カ
キ
（
垣
田
）
と
、
Ｆ
Ｗ
の
顔
ぶ
れ

に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
戦
い
方
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
」

—
—

守
備
の
ほ
う
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

「
ロ
ン
グ
ス
ロ
ー
や
セ
ッ
ト
プ
レ
ー
の
対
応
で
は
、

選
手
間
の
声
掛
け
や
、
瞬
間
的
な
集
中
力
を

発
揮
す
る
こ
と
と
維
持
す
る
こ
と
に
関
し
て

は
成
熟
し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、

チ
ー
ム
と
し
て
も
っ
と
成
熟
で
き
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
攻
撃
で
は
幅
が
広
が
り
、
い
ろ
い

ろ
な
パ
タ
ー
ン
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
守
備
に
関
し
て
は
、
ま
だ
手
数
が
足

り
な
い
。
そ
こ
は
大
き
な
伸
び
し
ろ
で
も
あ

り
ま
す
し
、
チ
ー
ム
と
し
て
ど
う
守
っ
て
い
く

か
は
今
後
の
大
き
な
課
題
だ
と
思
い
ま
す
が
、

選
手
た
ち
の
ピ
ッ
チ
内
で
の
集
中
力
や
声
の

掛
け
合
い
は
成
長
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

—
—

Ｆ
Ｃ
町
田
ゼ
ル
ビ
ア
戦
、
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神

戸
戦
、
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
戦
と
２
失
点
は
し

て
い
ま
す
が
、
ゴ
ー
ル
前
で
粘
り
強
く
守
る
と

い
う
部
分
に
関
し
て
は
、
体
を
張
っ
て
守
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
そ
こ
は
経
験
値
が
大
き
い
で
す
ね
。
去
年
、

散
々
や
ら
れ
ま
し
た
し
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ

で
勝
て
な
い
と
上
位
と
の
対
決
に
は
勝
っ
て
い

け
な
い
と
は
感
じ
て
い
た
の
で
、
そ
の
意
識

は
み
ん
な
が
強
く
持
っ
て
や
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
あ
と
は
、
百
年
構
想
リ
ー
グ
が
チ
ー

ム
に
と
っ
て
学
び
の
多
い
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま

し
た
ね
。
２
０
２
５
シ
ー
ズ
ン
は
、
比
較
的

自
分
た
ち
の
ス
タ
イ
ル
を
通
し
続
け
て
勝
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
百
年
構
想
リ
ー
グ
で

は
対
策
さ
れ
て
、
自
分
た
ち
の
ス
タ
イ
ル
の

精
度
が
低
い
た
め
に
勝
て
な
い
試
合
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
大
き
な
課
題
な
の
で
す
が
、

そ
れ
と
同
時
に
、
自
分
た
ち
の
ス
タ
イ
ル
が

出
せ
な
い
と
き
に
ど
う
戦
う
か
と
い
う
経
験

値
は
、
２
０
２
５
年
よ
り
積
め
た
シ
ー
ズ
ン

に
な
り
ま
し
た
。
五
分
五
分
の
試
合
や
、
分

の
悪
い
試
合
で
ど
う
勝
点
を
拾
う
か
。
そ
の

経
験
値
は
生
き
て
い
ま
す
し
、
良
い
教
訓
に

は
で
き
て
い
ま
す
。
た
だ
、
目
指
す
の
は
そ

こ
で
は
な
く
て
、
７
割
、
８
割
の
試
合
で
順

当
に
勝
て
る
チ
ー
ム
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
優

勝
に
は
届
き
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
は

ま
だ
ま
だ
で
す
ね
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
シ
ー

ズ
ン
は
上
位
に
は
勝
て
て
い
ま
す
が
、
中
位

の
チ
ー
ム
に
取
り
こ
ぼ
し
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
」

—
—

最
後
に
サ
ポ
ー
タ
ー
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
今
シ
ー
ズ
ン
は
タ
イ
ト
ル
を
獲
る
と
い
う
意

気
込
み
で
戦
っ
て
い
る
中
で
、
本
当
に
１
試

合
１
試
合
が
大
事
な
試
合
に
な
り
ま
す
。
僕

ら
は
そ
の
つ
も
り
で
戦
っ
て
い
ま
す
し
、
サ

ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
も
そ
の
つ
も
り
で
応

援
し
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
な
と
思
い
ま

す
ね
。
あ
と
、
今
節
は
個
人
的
に
は
古
巣
で

あ
る
浦
和
レ
ッ
ズ
と
の
対
戦
な
の
で
、
い
つ
も

よ
り
も
２
割
増
し
で
声
を
出
し
て
応
援
し
て

い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
」

順当に勝てるチームに

小泉佳穂
Yoshio KOIZUMI8MF

Fo c u s
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柏レイソルパートナー  K A S H I W A  R E Y S O L  P a r t n e r

柏レイソルでは「地域」と「応援」をキーワードに、クラブの活動理念にご賛同いただいた法人企業様を対象とするクラブスポンサー制度「柏レイソルパートナー」を設け、
多くの企業様にご協賛いただいております。皆様の温かいご支援のもと、地域と一体となったクラブを目指してまいります。

ボールを支配し、相手
を押し込む。それで

も、勝利を手にすることは
できなかった。ACL Elite
リーグステージ第3戦、ア
ウェイでのラーチャブリー
戦。レイソル は 試合 の主
導権を握り、ボール支配率
は60％、パス成功率も88
％を 記 録した。しかし、
13本のシュートを放ちなが
ら、枠 内に飛 んだのはわ
ずか2本。最後までゴール
をこじ開けられず、スコア
レスドローに終わった。
「自分たちがほとんどの時
間で試合を支配していた。
ただ、フィニッシュは改善
する必要があります」
　リカルド・ロドリゲス監
督はそう振り返った。ただ
し、課題はシュートの精度
だけではない。リカルド監
督は攻撃時のポジショニン
グや動き出しのタイミング、
選手同士の連 動がいつも

どおりに機能せず、相手の
守備ラインを破れなかった
ことも指摘した。
　ラーチャブリーはレイソ
ルにボールを保 持されな
がらも、ゴール前に守備ブ
ロックを敷き、スペースを
消した。そしてボールを奪
えば、前線で構える選手の
個の能力を生かしたカウン
ターを狙う。レイソルは攻
め続けながらも、相手の一
発を警戒しなければならな
かった。
　アジアでの戦いは、決し
て簡 単ではない。初 戦の
全 北 現代モータース戦で
は、先制しながらも一瞬の
隙を突かれて逆転負けを喫
した。続くポートFC戦では、
前半に5得点を奪う猛攻で
今大会初勝利を挙げたが、
後半は相手のシステム変更
への対応に追 加点を奪え
ず課題を残した。そして今
回のラーチャブリー戦では、

試合を支配しても勝ち切れ
ない難しさを味わった。
　それぞれ異なる相手、異
なる展開の中で、レイソル
はアジアの舞台ならではの
経験を積んでいる。
　さらに、海外遠征には移
動や気候、使用するボール
の違いなどもある。今回は
中2日でタイへ渡り、十分な
準備時間を確保することも
難しかった。
「相手への対策であったり、
自分たちが何を表現するか
という準備期間を持つこと
が難しいスケジュールだっ
た」（古賀太陽）
　過密日程でメンバーが入
れ替わっても、チーム全体
で同じ戦術を共有し、連係
の 質を維 持 する。それ は
ACL Eliteに限った話では
ない。古賀が指摘したよう
に、守 備ブロックを築く相
手はJリーグにもいる。アジ
アで浮き彫りになった課題

文＝鈴木潤 Jun SUZUKI

レイソルを中心に国内ユース年代から海外サッカーなどを取材。日々の取材を発信するH‌P「柏フットボールジャーナル」も運営。

アジアの難しさを成長の糧に

を改善することは、国内で
の戦いにもつながっていく。
　 勝 点 3 を 逃した 悔しさ
は残る。ただ、弓場堅真の
「すべてを悲観する必要は
ない」という言葉もまた事
実。重要なのは、この３試
合で得られた学びと教 訓
を成長の糧とし、どんな相
手、どんな環境でも勝ち切
れるチームに成長すること
のはずだ。
　アジアでの挑戦は、まだ
始まったばかりだ。

コスモスバス
オフィス神山
入江電気
上野商事
オートエンパス
柏流通
関東総業
野田小型運送
宮本梱包運輸
日立産機システム
日立建設設計
福島工業
フルハシ商事
三井不動産リアルティ
桝田倉庫

Rina Transport
アーバンプロテクト
ローソンエンタテインメント
日本アトマイズ加工
エスシー・プレコン
JPA
アスタノット
ALSOK昇日セキュリティサービス
板橋建設
ウィズ歯科クリニック
京橋アートレジデンス
グーロクリエイト
チェリー
テガサイエンス　
土井司法書士・行政書士事務所

なつの製作所
吉野沢保育園
ヤマサイ
リョートーファイン
常陽商事
エイユーロジテム
永和建設
笠倉工業
カナリーニョフットボールクラブ
助川工務店
聖建工業
デジタルモーメント
塗師防
流通サービス
ミツワ堂

ユニホームサービス
ヴィスポ柏99フットボールクラブ
鰻の成瀬柏の葉キャンパス店
FCアクティブ柏
風早レクトFC
柏駅前通り商店街振興組合
柏エフォートフットボールクラブ
柏商工会議所
柏地区タクシー運営委員会
柏二番街商店会
柏マイティーフットボールクラブ
柏ラッセルFC
柏レイソルA.A.TOR’82
柏レイソルA.A.流山
柏レイソルA.A.野田

北柏交通
木村ガラス
菊池社会保険労務士事務所
KOVO
コナンテック
こまいぬブルワリー　柏ビール
桜田建設
芝園開発
司法書士法人ふらっと
新柏倉庫
スパークル
真中商事
創作料理　銀の趣
相鉄フレッサイン千葉柏
ダスキンベリエール

DEVOTE
てらだデンタルクリニック
トイプードル専門ブリーダーのプードルライフ
南洲興業
野澤屋
ヒガキオートサービス
ボックスウッド
八木歯科医院
焼とりつかさ
ヤノハウスコート
山猫屋珈琲店

◎クラブスポンサー

◎オフィシャルグラウンドクルー◎CSR（社会貢献）パートナー
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◎ユニフォームスポンサー

◎サプライヤー

◎プロモーションパートナー

◎アカデミースポンサー


